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平成２１年度決算事業評価シート
１　基礎情報
事業名（実施計画） 市立病院の医療機器の充実

予
算
費
目

会計 8 病院

事業コード 1-01-02-402 款 1 資本的支出

政策名
章 いたわりと生きがいのある健康で安全なまち 項 1 建設改良費

節 健康な人づくり・体力づくり 目 1 施設整備費

施策名
小節 医療 細目

施策の方向 市立病院の充実 細々目

担 当 部 課 病院事務局病院総務課 責任者(課長) 坂入正洋 内線 1120

２　事業概要
事務事業名（業務棚卸評価） 　建設改良に関すること

事
業
目
的

対象 目的

　市民・患者等 　病院の施設及び設備の建設、改良及び維持管理

事
業
内
容

　市民の医療ニーズや医療・医術の進歩に対応するため、高度医療を支える医療機器の買い換え等を含め、
計画的な医療機器等の整備を行う。

事業を取り巻く環境
（事業に関する市民
等のニーズ、国・県
等の動向、社会環
境等）

　市内の病院が数年後に規模を縮小することになっており、地域の基幹病院としての役割、特に救
急体制の充実が求められている。

市民参加と
協働の活用 　なし

根拠法令、国の方
針・計画等

３　コスト・財源

事
業
に
係
る
コ
ス
ト

２０年度（決算） ２１年度（決算） ２２年度（予算）

直
接
事
業
費

財
源
内
訳

国県支出金（千円） 4,200 8,520 2,625
地方債（千円）

その他（千円） 212,468 138,312 187,375
一般財源（千円）

Ａ　事業費（千円）：（予算に対する執行率） 216,668 85.8 146,832 92.9 190,000

概
算
人
件
費

人
件
費

常勤職員数 0.7 人 0.7 人 0.7 人
常勤職員人件費（千円）…① 6,300 6,300 6,300
非常勤・臨時職員数 人 人 人
非常勤・臨時職員人件費（千円）…②

Ｂ　人件費（千円）…①＋② 6,300 6,300 6,300
総コスト（千円）…Ａ＋Ｂ 222,968 153,132 196,300

4　目標・実績

事業に係る
活動の目標
及び実績

指標名 単位 ２０年度 ２１年度 ２２年度

　施設整備工事の実施率 件数
目標 4 1 1
実績 4 1

達成率 100.0 ％ 100.0 ％ ％

　資産購入の執行率 千円
目標 150,000 151,000 180,000
実績 132,431 142,034

達成率 88.3 ％ 94.1 ％ ％
目標
実績

達成率 ％ ％ ％



５　項目別分析
項目 分析結果 理由

必要性
（市民ニーズ）

■ ①必要性が高い
　市民の医療ニ－ズや医療・医術の進歩に対
応するため、計画的な医療機器等の整備が
必要である。

□ ②どちらかといえば必要性がある

□ ③必要性が低い

□ ④必要性はない

妥当性
（市が行わなければならない
か）

■ ①市が行わないといけない
　市内には、大規模な病院が少ないため、市
立病院として市民に安心・安全な医療を提供
することが出来る。

□ ②どちらかといえば市が実施

□ ③市が行う必然性が低い

□ ④市が行う必然性はない

継続性
（引き続き実施する必要があ
るか）

■ ①継続性が高い

　この事業が継続できないと市民の必要とす
る高度医療ができなくなる。

□ ②どちらかといえば継続性がある

□ ③継続性が低い

□ ④継続性はない

効率性
（より効率的な改善が可能か）

□ ①改善が可能である
　病院内の医療機器等整備委員会や機種選
定委員会で決定された医療機器等を購入す
る。

□ ②改善の余地がある

■ ③改善の余地が少ない

□ ④改善の余地はない

６　評価

活動状況
（課題も含
む）

　施設整備工事１件は、予定通り終了した。（災害備蓄倉庫設置工事）
  計画された医療機器等は、全て購入できた。（ＣＴ装置システム他３８件）

評価

Ａ
評価内容

　現在、病院内にある医療機器等は、購入後かなりの年数が経過している。従って、この
事業が継続されないと安心・安全な医療が提供できなくなる。　現状維持


